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転用案件の履行状況等を確認（8/25）

気温30度を超える中マスク着用で現地調査を行う農業委員と推進委員（8/27）

広報車による法制度の啓発活動
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　本
年
度
初
め
て
と
な
る
、
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
に
お

け
る
現
地
調
査
を
、
八
月
二
十

五
日
と
二
十
七
日
に
実
施
し
ま

し
た
。

　両
日
と
も
に
、
気
温
三
十
度

を
超
え
る
真
夏
日
の
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
、
同
調
査
に
参
加
し
た

農
業
委
員
及
び
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
は
、
全
員
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　ま
た
、
同
調
査
で
は
、
次
の

六
項
目
を
重
点
に
、
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

①
新
規
就
農
者
及
び
法
人
の
営

　農
状
況

②
転
用
案
件
の
進
捗
状
況
や
履

　行
状
況

③
違
反
転
用
の
状
況

④
営
農
型
太
陽
光
発
電
設
備
の

　設
置
に
係
る
営
農
状
況

⑤
荒
廃
農
地
の
非
農
地
判
断

⑥
農
地
改
良
工
事
届
の
履
行
状

　況

　本
年
度
は
、
市
内
各
地
区
の

農
地
を
六
日
間
に
分
け
、
十
月

末
ま
で
の
予
定
で
現
地
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
農
地
へ
の

立
ち
入
り
等
に
つ
い
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
農
地
を

め
ぐ
る
法
制
度
の
普
及
啓
発
や
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
の

概
要
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、
次
の
広
報

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①
ラ
ジ
オ
広
報
の
実
施

　ラ
ジ
オ
福
島
及
び
Ｆ
Ｍ
い
わ

　き
の
市
政
情
報
番
組
に
出
演

　し
強
化
月
間
等
を
周
知
（
詳

　し
く
は
５
頁
を
ご
覧
く
だ
さ

　い
。
）

②
広
報
車
に
よ
る
啓
発

　現
地
調
査
の
移
動
時
な
ど
に
、

　啓
発
音
源
を
用
い
た
広
報

③
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

　特
設
ペ
ー
ジ
追
加

　現
地
調
査
や
強
化
月
間
に
実

　施
し
た
内
容
を
随
時
公
開

④
広
報
い
わ
き
・
農
業
委
員
会

　だ
よ
り
へ
の
記
事
掲
載

　紙
媒
体
を
活
用
し
た
強
化
月

　間
の
周
知
な
ど

﹁
農
地
パ
ト
ロ
�
ル
強
化
月
間
﹂
実
施
中

﹁
農
地
パ
ト
ロ
�
ル
強
化
月
間
﹂
実
施
中

8
月
〜
11
月

8
月
〜
11
月

農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
よ

る
現
地
調
査

法
制
度
や
強
化
月
間
を

周
知
す
る
た
め
の
広
報

活
動
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○
基
準
値
を
超
え
る
米
を
出

　荷
・
流
通
さ
せ
ず
、
消
費
者
に

　安
全
な
米
を
届
け
る
こ
と
は
産

　地
の
責
任
で
あ
り
、
本
県
産
米

　に
対
す
る
信
頼
を
回
復
す
る
上

　で
不
可
欠
で
す
。

○
出
荷
す
る
米
を
は
じ
め
、
直
接

　販
売
す
る
米
、
自
分
で
食
べ
る

　米
、
親
戚
等
へ
贈
答
す
る
米
な

　ど
、
全
て
の
米
を
対
象
に
モ
ニ

　タ
リ
ン
グ
検
査
が
実
施
さ
れ
ま

　す
。

○
出
荷
自
粛
解
除
が
さ
れ
て
い
な

　い
地
域
の
米
は
、
絶
対
に
出
荷
、

　譲
渡
、
自
家
消
費
を
し
な
い
で

　く
だ
さ
い
。

【お問い合わせ】　いわき市農業振興課　☎（22）1147【お問い合わせ】　いわき市農業振興課　☎（22）1147

　福
島
県
に
お
い
て
は
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、

県
産
米
の
安
全
性
に
対
す
る
信
頼
が
損

な
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
消
費
者
の
皆
様

か
ら
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
平
成

24
年
産
米
か
ら
県
内
で
生
産
さ
れ
た
す

べ
て
の
米
（
飯
米
、
縁
故
米
を
含
む
）

を
対
象
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
検

査
す
る
「
全
量
全
袋
検
査
」
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　放
射
性
物
質
の
吸
収
を
抑
制
す
る
カ

リ
ウ
ム
の
追
加
施
用
な
ど
を
徹
底
し
た

結
果
、
平
成
27
年
以
降
、
通
算
５
年
間

基
準
値
超
過
が
無
い
こ
と
か
ら
、
本
年

に
い
わ
き
市
内
で
生
産
さ
れ
た
米
か

ら
、
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
」
に
移
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
に
つ
い
て
は

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
1
0
0
ベ
ク
レ

ル
を
超
え
る
米
の
流
通
・
販
売
は
で
き

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
基
準
値
を
超
え

る
米
を
市
場
に
流
通
さ
せ
ず
、
消
費
者

に
安
全
な
米
を
届
け
る
こ
と
は
産
地
の

責
任
で
あ
り
、
本
県
産
米
に
対
す
る
信

頼
を
回
復
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
取
組

で
す
。
ま
た
、
皆
様
が
毎
日
食
べ
る
米

や
親
戚
等
に
お
贈
り
す
る
米
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
安
全
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　皆
様
に
は
お
手
数
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
令

和
２
年
産
米
は
必
ず
生
産
地
の
旧
市
町

村
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
が
終
了
し
、

出
荷
自
粛
解
除
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
か
ら
、
出
荷
・
販
売
、
譲

渡
、
消
費
く
だ
さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

１　検査対象
　　　令和２年にいわき市内で生産される米で、「ＪＡ等へ出荷する米をはじめ、消費者に直接販
　　売する米（出荷米）、生産者が自分で食べる米（自家消費米）、親戚等へ譲渡する米（縁故米）」
２　検査方法
　　　昭和25年２月１日時点の旧市町村（37か所）ごとに３戸を抽出して検査。地形や出荷の早い
　　生産者を県農林事務所が選定し、玄米２㎏を採取（うち１㎏は県が買い上げ、残り１㎏は再
　　検査のために生産者が保管）。
３　検査実施の通知等
　　　県農林事務所より、モニタリングに抽出された生産者へ個別にお知らせします。
４　出荷・販売について
　　　旧市町村（37か所）ごとのモニタリング検査結果が出るまで、自家消費米・縁故米も含め
　　て、出荷・販売をお控えくださるよう、お願いします。
５　出荷停止した場合の解除について
　　　検査の結果、玄米から基準値を超える放射性セシウムが検出されなかった場合は、旧市町
　　村ごとに出荷・販売の自粛が解除されます。
６　検査結果の公表
　　　福島県水田畑作課ホームページ等により、検査結果を公表します。
７  出荷・販売可否の問い合わせ先　　
　　　福島県いわき農林事務所農業振興普及部　電話　24-6161・24-6162
　　　いわき市農林水産部農業振興課　　　　　電話　22-1147
　　　ＪＡ福島さくらいわき地区本部　　　　　電話　28-9107
　　　　または、最寄りの営農経済センター・支店

モニタリング検査の概要

放
射
性
物
質
検
査
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す

放
射
性
物
質
検
査
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す

稲
を
作
付
け
し
て
い
る
農
家
の
皆
様
へ

令
和
２
年
産
米
の

令
和
２
年
産
米
の



今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら
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　秋
も
た
け
な
わ
。

　稲
の
刈
入
れ
も
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。
稲
刈
り
後
の

副
産
物
の
わ
ら
ロ
ー
ル
。
藁
を
乾
か
し
一
列
に
集
め
、
圧

縮
ロ
ー
ラ
ー
で
ロ
ー
ル
に
す
る
。
全
て
機
械
に
よ
る
作
業

で
あ
る
が
、
わ
ら
ロ
ー
ル
が
出
来
る
ま
で
の
様
が
糞
転
が

し
を
彷
彿
と
さ
せ
て
滑
稽
で
あ
る
。
田
ん
ぼ
に
転
々
と
転

が
っ
て
い
る
様
子
も
愛
し
く
思
え
て
来
る
。

　し
か
し
、
雨
が
降
る
と
藁
が
湿
っ
て
商
品
価
値
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
す
ぐ
に
回
収
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
よ
っ
て
、
こ
の
光
景
が
見
ら
れ
る
の
は
ほ
ん
の
一
瞬

な
の
だ
。
四
季
が
あ
る
日
本
に
お
い
て
は
、
田
ん
ぼ
の
光

景
も
日
々
移
ろ
う
。

　代
掻
き
後
の
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
は
ま
る
で
鏡
の
よ
う
。

青
空
や
月
明
か
り
、
雨
の
滴
の
波
紋
、
風
の
さ
ざ
波
な
ど

を
映
し
出
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
勢
い
よ
く
育
つ
緑

色
の
絨
毯
。
そ
れ
が
黄
金
色
に
変
わ
り
こ
う
べ
を
垂
れ
る

実
り
の
秋
。
冬
、
雪
が
降
れ
ば
一
面
の
銀
世
界
。

　私
た
ち
農

業
従
事
者
は
、

こ
の
様
な
日

本
人
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ

と
な
る
原
風

景
を
担
っ
て

い
る
と
自
負

し
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
　（
撮
影
・
執
筆

　和
田
正
人

　委
員
）

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
三
和
町
差
塩
地

区
の
和
牛
繫
殖
農
家
の
後
継
者
、
草
野
純
一

さ
ん
で
す
。

　草
野
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
農
業
者
大

学
校
に
進
学
。
そ
の
後
、
和
牛
繫
殖
の
先
進

地
で
あ
る
鹿
児
島
県
内
の
種
畜
牧
場
で
一
年

間
、
和
牛
繫
殖
の
飼
養
管
理
の
基
礎
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
翌
年
は
滋
賀
県
の
和
牛
肥
育

農
家
に
て
近
江
牛
の
肥
育
技
術
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。

　研
修
中
に
た
く
さ
ん
の
畜
産
仲
間
と
知
り

合
い
、
最
新
の
畜
産
情
報
を
交
換
、
共
有
し

て
き
ま
し
た
。

　結
婚
を
機
に
就
農
し
、
現
在
、
繫
殖
和
牛

十
二
頭
を
飼
養
し
て
い
ま
す
。

　和
牛
繫
殖
の
先
進
地
で
学

ん
だ
飼
養
管
理
技
術
は
高
く
、

い
わ
き
和
牛
の
品
質
向
上
の

け
ん
引
役
と
し
て
、
い
わ
き

市
内
の
和
牛
繫
殖
農
家
か
ら

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　ま
た
繫
殖
和
牛
の
出
産
時

の
助
産
技
術
も
抜
群
で
、
繫

殖
農
家
か
ら
も
頼
り
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
繫
殖
和
牛
の
経

産
牛
を
肥
育
し
た
牛
肉
を
使

用
し
て
市
内
の
シ
ェ
フ
と
の

コ
ラ
ボ
に
よ
る
６
次
産
業
化

に
取
り
組
む
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　メ
ニ
ュ
ー
は
牛
肉
の
味
噌
漬
、
ハ
ン
バ
ー

グ
、
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
な
ど
で
、
直
売
所
で

販
売
を
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　今
回
取
材
さ
せ
て
頂
き
、
若
い
農
業
者
の

熱
意
溢
れ
る
挑
戦
に
、

地
域
農
業
の
活
性
化
が

期
待
で
き
る
と
思
い
ま

し
た
。

　草
野
さ
ん
が
今
後
、

い
わ
き
和
牛
繫
殖
農
家

の
先
駆
者
と
し
て
益
々

ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

　
草
野
久
仁
昭

　委員
）

三和町差塩草野　純一さん（43歳）



お問合わせ 農地調査係 ☎（22）7574

再任のあいさつ
をする鈴木会長
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　９月２日（水）、スパリゾートハワイアンズにて、

令和２年度農業委員・農地利用最適化推進委員研修

会が行われました。

　この研修会は、福島県農業会議の主催により、近

隣市町村農業委員会と合同で毎年開催されているも

ので、当会からは農業委員12名、農地利用最適化推

進委員15名の計27名が参加しました。

　当日は、全国農業会議所専門相談員の澤畑佳夫氏

などを講師に迎え、農業委員・農地利用最適化推進

委員の役割と集落話し合いの進め方や、話し合いを

行う際に必要な手法について学びました。

　草野庄一会長が、８月にラジオ番組に出演し、農地パトロ
ール強化月間のＰＲ等を行いました。
　ラジオでＰＲすることで、農家の方以外にも広く農地を守
ることの大切さについて発信しました。

出演番組名　いわき市民ニュース（ラジオ福島）
　　　　　　ピックアップいわき（ＦＭいわき）

放 送 内 容 　農業委員会の行っている業務について発信す
　　　　　　るとともに、農地パトロール強化月間の概要
　　　　　　の周知及びパトロールへの協力をお願いしま
　　　　　　した。

　６月18日（木）、県農業会

議第97回通常総会において、

任期満了に伴う役員改選が

行われ、当会の鈴木理委員

が代表理事会長に再任され

ました。

　平成30年に初めて代表理

事会長に選任され、２年の

任期を経て、今回、２期目

を務めます。

　県内59農業委員会においては、今年、来

年の２年間で改正農業委員会法制度下での

初の改選を控え課題山積の中、県農業会議

会長再任となりました。

　農地集積、人・農地プラン作成、集落話

し合い等の実質化、また、県・国への農業

振興策等全国農業会議所の活用等、強く発

信してまいります。頑張ります。

農地流動化情報への掲載希望の土地を募集しています。
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情報の
収集・提供を行っています。
　売買・賃借等の意向がある方は、ぜひご相談ください。

県会長コメント

農業委員・農地利用最適化推進委員研修会が行われました。

鈴木理委員が（一社）福島県農業会議代表理事会長に再任　

農業委員・農地利用最適化推進委員研修会が行われました。

ラジオ福島とFMいわきで農地パトロールのＰＲを行いました。ラジオ福島とFMいわきで農地パトロールのＰＲを行いました。

鈴木理委員が（一社）福島県農業会議代表理事会長に再任　



　　地
震
と
大
雨
の
災
害
を
経
験
し
た
私
た
ち
に

と
っ
て
、
熊
本
の
被
害
は
他
人
ご
と
で
は
な
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
復
興
の
途
中
で
の
今
回
の
水

害
は
、
昨
年
の
私
た
ち
の
被
害
を
思
い
返
さ
せ

心
が
痛
み
ま
す
。

　さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
県
外
か
ら
の
受
け
入
れ
も
で
き
な
い
状
態

で
、
片
付
け
も
進
ま
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　今
年
も
災
害
の
多
い
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
今
は
エ
ー
ル
を
送
り
合
う
こ
と
ぐ
ら
い

し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
共
に
復
興
に
向
か
っ
て

歩
み
を
進
め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
早
期
収
束
と
、
年
末
に
向
か

っ
て
穏
や
か
に
過
ご
せ
る
日
が
来
る
こ
と
を
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
執
筆

　箱
﨑
寿
正

委
員
）

編 集 委 員

　当会委員である小泉昌男委員の

次男智己君は４歳。お父さんの

仕事に興味津々です。

　６月のとある日、庭先で泥遊び

をしていたと思ったら、田んぼを

作ったとのこと。そして田植えを

しました。誰ともなく「ともくん

田んぼ」と呼ぶようになりました。

　ともくん田んぼは水持ちがよく

ありません。「ともくん、田んぼ

に水がないよ」と言われると、長

靴に履き替えて、水道で水を汲み

田んぼに運びました。

　頑張りました。

　８月下旬、穂も傾き始め豊作の

予感に、智己君の心は早くも稲刈

りへの期待感でいっぱいです。

（撮影・執筆　蛭田元起　編集委員長）
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　J
A
農
青
連
活
動
の
一
環
で
あ
る
田
ん

ぼ
の
生
き
物
調
査
を
紹
介
し
ま
す
。

　市
内
６
ヶ
所
で
実
施
し
て
い
る
、
そ
の

中
の
一
つ
平
窪
支
部
で
は
、
6
月
24
日
小

雨
が
ぱ
ら
つ
く
中
、
平
第
四
小
学
校
5
年

生
46
名
と
農
青
連
メ
ン
バ
ー
が
、
学
校
近

く
の
田
ん
ぼ
で
生
物
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　恐
る
恐
る
田
ん
ぼ
に
近
づ
い
て
網
を
使
っ
て
い
た
子
供

達
で
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
、
次
々
と
「
ザ
リ
ガ
ニ
！

ど
じ
ょ
う
！
た
に
し
！
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
！
何
こ

れ
ー
！
」
と
歓
声
が
湧
き
上
り
、
楽
し
ん
で
生
き
物
調
査

を
し
て
い
ま
し
た
。

　普
段
、
経
験
で
き
な
い
田
ん
ぼ
の
生
き
物
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
を
通
じ
て
、
田
ん
ぼ
の
多
面
的
な
機
能
を
学
び
、
米

作
り
や
農
業
を
良
く
知
る
機
会
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　我
々
農
業
者
に
は
、
常
に
見
慣
れ
た
田
ん
ぼ
で
す
が
、

純
粋
な
視
点
で
見
れ
ば
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

とも き
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